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個人的なことですが，この間，諏訪大社御柱祭の御柱の里曳きを手伝う機会を得まし
た。皆さんもご存じのように，7年に一度の大きなお祭りです。この土地を離れて別

の土地で暮らしているほとんどの人が帰郷して祭事にかかわるのだろうなと思うほどの大
勢の人が参加していました。それぞれの地域が担当している御柱を，山から切り出したと
ころから，里を曳き，有名な坂落とし，川渡りを経てお宮に建てるまでの行程が祭りに
なっています。
　私は友人の知り合いの伝手で，お手伝いができることになったのですが，里曳きの間，
多くの人に「どこの地区？」と声をかけられました。それはそうでしょう。見たことのな
い集団であるはずですから。街の中に住んでいると，隣の人がわからない，子どもにも「知
らない人に声をかけられても返事をしてはいけない」と教えなければならない環境が普通
になっています。顔を見たら誰とわかる環境は，もちろん地域リハにおける相互扶助にも
良いのですが，実は防犯にもベストだと感じました。
　さて，今年度は，診療報酬の改定がありました。障害のある人や疾患のある人は，ます
ます地域に戻ってくるようになります。生涯にわたるリハのかかわりを地域が担当する余
裕や基盤があるのかは別として，お祭りのようなスピリチュアルなつながりを持つことは
大切なのではないかと思います。日本人は文化的にも，やはりこういうつながりがないと，
まとまらないのではないかと思うからです。明治からこの方，だんだん薄まってきた地域
のつながり，新しいお祭りを作ることで再ユニットが可能かもしれません。そういう意味
では，個人的にはあまり賛成していない 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックも
有効に作用するのか，それなら良いかと思った春の終わりでした。
 編集委員　西脇恵子
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